

















































































































されている。一方､ 通常勤務をしながら､ 語学支援をおこなうことは､ 時間帯により（特




もに､ 平時・災害時の外国人患者対応を基盤に､ 国際救援を担い､ そしてその経験を再
び病院に還元できる人材を育てる円環的なキャリア開発も同時におこなっていきたい。
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【目的】当院産科の特徴として、日本国籍以外の妊婦の受診、出産前後のケアを行うこと
が多い。しかし、日本語での関わりだけでは十分な支援が得られない状況にあったため、
外国人対応の母親教室の実施を開始した。前任者が開始した母親教室の不定期開催と入
院時対応を後任者が継続して実施していたところに、院内でMERUが発足した。MERU
が発足してからの日本国籍以外の妊産褥婦への対応について、これまでの活動を報告す
る。
【外国人対応の実際】宗教や文化、分娩方針によって指導内容は異なるため、個々に応じ
た専門的な支援が必要となる。ほとんどのケースで妊娠期は英語対応可能な産科スタッ
フと対象者との間で日程を調整して対応をしていた。スタッフ不在の受診時にMERUへ
依頼した場面があったが専門的なやりとりが多いことから、MERUに依頼するより産科
スタッフが対応することが多かった。　入院後は、日本語が十分に話せない対象者に対
し院内設置の翻訳ソフトが入ったタブレットを用意し分娩時の対応に備えた。そして手
術前の病状説明場面では､ 院内端末の「多言語・グローバル対応チーム」のフォルダーに
ある院内共通の手術に関する同意書類（英文）を活用して円滑に同意が得られた。
【考察】産科を受診､ 入院する外国人への対応において､ 産科スタッフが主に対応する背
景には、同じ女性であること、知識を持っている産科スタッフが対応した方がスムーズ
にやりとりができ理解が得られやすい、もともと産科独自の外国人対応のチェックリス
トがあったことが要因と考えられる。
【結論】今後､ MERUメンバーには､ 産科スタッフと共に診療・入院場面での支援対応
の機会を増やたいと考える。翻訳ツールの活用や英文書式同意書類の活用は対象者とス
タッフに有用であったため、今後も活用方法の習得や周知を図ることが重要だと考える。
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